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研究成果の概要（和文）：　本研究は、汎用性の高い技術（General Purpose Technology）において革新が生み出され
るパターンを明らかにすることを目的としている。より具体的には、本研究は、汎用性の高い技術において、イノベー
ションが基幹技術において起きるか、その技術の応用先で起きるのかを、産業構造のあり方から明らかにすることに分
析の焦点がある。
　本研究から、スタートアップの興隆がかならずしも汎用性の高い技術の革新へとはつながらないことが明らかになっ
た。既存企業からのスピンアウトは、汎用性の高い技術の累積的な革新を阻害することが明らかになった。

研究成果の概要（英文）： By exploring the patterns of technological development in the laser diode, 
fiber, and industrial machinery industries in the U.S. and Japan and theoretically examining market 
conditions and institutions that promote entrepreneurial spin-outs from a parental company, this research 
project aims to reveal how the existence and absence of entrepreneurial spin-out influence the ways in 
which technological trajectories emerge.
 The case studies show that vibrant entrepreneurial spin-out could hinder technological development, 
since the cumulative effects of incremental innovations on the technological trajectories could vanish if 
many firms spin out to target untapped sub-markets.
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１．研究開始当初の背景 
 (1) 日本の成長戦略にとってイノベーシ
ョンの重要性はますます増している。さらに、
新しい産業の創出への期待は高まっている。
そのため、波及効果の高い汎用性の高い技術
の開発と、その用途技術の開発の重要性は高
いものとなっている。 
 
 (2) 新しい産業の創出のために重要にな
ると考えられていたのは、スタートアップの
生成であった。スタートアップとは、新しく
創設された新企業である。アメリカのシリコ
ンバレーでは、既存企業からスピンアウトし
たスタートアップが、イノベーションの創出
に重要な役割を担っていたとして大きな注
目を集めていた。欧米では、シリコンバレー
をモデルとして、知識の生成のハブとなる大
学や研究機関の設立、その周りでのスタート
アップを中心とした産業集積地の構築を目
的とした政策がとられていた。 
日本では、起業率の低さが問題と捉えられ
ていた。そのため、日本においてスタートア
ップを促進するための制度改革や支援につ
いての議論が進められていた。 
 
２．研究の目的 
 (1) 本研究は、汎用性の高い技術（General 
Purpose Technology）において革新が生み出
されるパターンを明らかにすることを目的
としている。より具体的には、汎用性の高い
技術において、イノベーションが基幹技術に
おいて起きるか、その技術の応用先で起こる
のかを、産業構造のあり方から明らかにする
ことに分析の焦点をおいている。 
 
 (2) 汎用性の高い技術とそれを使った用
途技術でのイノベーションの発生のパター
ンについての理解が進めば、スタートアップ
を促進することがもたらす結果を体系的に
理解することができる。スタートアップの増
加が、本当に汎用性の高い技術の革新につな
がるのかも明らかになるはずである。 
 
３．研究の方法 
 (1) 本研究は、3 つの産業をケースとして
取り上げている。その 3つとは、①半導体レ
ーザー、②スーパー繊維、③工作機械である。
これらの産業で用いられている技術はそれ
ぞれ汎用性の高いものである。また、日本と
アメリカを比較すると、日本ではスタートア
ップはほとんど見られなかったものの、アメ
リカでは多く生み出されてきた産業でもあ
る。 
 
(2)本研究では、まず、これらの産業にお
いて研究開発を行っていた企業が発表した
論文と取得した特許を主たるデータとして
収集し、それぞれの産業の産業構造の変遷を
分析した。論文のデータからは、論文の出版
年、ジャーナル名、被引用数、著者名とその

所属先を抽出した。特許のデータからは、特
許の出願年、特許成立年、発明者とその住所、
譲渡人、国際特許分類、そして被引用数を抽
出した。 
その上で、論文の著者や特許の発明者の所
属先から、長期的な産業構造の変化とイノベ
ーションの生成の間のパターンを考察した。 
さらに、それぞれの分野で量的な調査を補
完するために、インタビュー調査を行なった。
このインタビュー調査によって、論文や特許
のデータの名寄せを進めるとともに、それぞ
れの企業の研究開発のターゲットやその理
由などについて考察を進めた。 
 
４．研究成果 
 (1) 本研究の成果として、スタートアップ
の興隆がかならずしも汎用性の高い技術の
革新へとはつながらないことが明らかにな
った。特に、既存企業からのスピンアウトに
よるスタートアップの興隆は、汎用性の高い
技術の累積的な革新をむしろ阻害すること
が明らかになった。より具体的には、半導体
レーザーや繊維の事例から、新しいサブマー
ケットへ既存技術を応用するために、スピン
アウトを行うことによって、既存技術の累積
的な開発が遅れることが見られた。サブマー
ケットは有限であり、それぞれ大きさや競争
力の構築の容易さが異なっている。そのため、
既存の組織で研究開発を進めていた研究者
が、より良いサブマーケットを開拓するため
にスピンアウトを競っていたのである。これ
は、半導体レーザーの事例で最も顕著に見ら
れたものであった。 
 このようなサブマーケットへのスピンア
ウトにより、アメリカにおいては既存技術の
累積的な改良に遅れが生じていた一方で、日
本においては反対の現象が起きていること
が明らかになった。すなわち、日本において
は、スピンアウトによるサブマーケットの開
拓はほとんど見られず、企業の研究開発に従
事していた人材はそのまま既存企業におい
て既存の技術的なトラジェクトリー上で研
究開発を続けていたのである。そのため、累
積的な技術開発が大きく進んだ一方で、サブ
マーケットの開拓はほとんどなされなかっ
た。つまり、汎用性の高い技術の累積的な改
良は進んだ一方で、それを新しい用途に活用
するための技術開発は進まなかったのであ
る。 
 活発なスピンアウトによるスタートアッ
プの生成は、新しい用途の開拓を促進する一
方で、汎用性の高い技術の累積的な改良を阻
害することがわかった。 
 これは、これまでイノベーションを促進
すると一般的に考えられていたベンチャ
ー・キャピタルのための制度や資本市場の
整備、あるいは労働市場の流動化、研究者
のネットワークなどが万能だというわけで
はないことを示唆している。サブマーケッ
トを巡るスピンアウトの競争を研究者が予



期することによって、人材がスピンアウト
するタイミングが前倒しされる。これによ
って、汎用性の高い技術の開発は低い水準
で収束する。しかし、スピンアウトを促進
する制度的な環境がなく、多くの研究者が
同じ技術の軌道上で競争を長期間行ってい
くと、徐々にそこから得られる成果が逓減
してくる。その結果として、価格競争とな
り、ビジネスの上で大きな価値を生み出す
ことが難しくなる。 
 この研究成果が本研究プロジェクトが目
的としていたものであり、現在、論文とし
て学術雑誌に投稿中である。 
 また、ここで得られた研究成果を広く社
会に普及させるために、書籍の出版を計画
している。 
 
 （2）本研究プロジェクトを進めていくな
かで、日本企業による用途開発のケース分析
も行った。それは、①アミノ酸の解析技術を
応用した健康リスク解析サービスの開発、②
2 波長高出力レーザーによる光ディスク用の
半導体レーザーの開発、そして③窒化ガリウ
ム基板の開発のケースについてである。これ
らは全て日本企業が自らの既存の基盤技術
を新しいビジネスに応用したケースである。 
 これらのケース分析から、日本企業では自
社のそれまで蓄積した経営資源を新しいビ
ジネスに応用する際に、スピンアウトの形態
はほとんど見られず、自社での用途の開発が
図られていることが分かった。スピンアウト
ではなく、自社での用途の開発が行われるた
め、自社の競争力を破壊するような用途の開
発は行われることはない。また、既存企業の
固定費をカバーする必要があるため、敢えて
規模の小さな市場を狙うことは一般的には
難しいことも確認できた。しかし、スピンア
ウトによらない新しい事業展開は、自社の既
存の経営資源を多重利用できるという利点
もあることもこれらのケースから明らかに
なった。 
 このような日本企業による既存技術の新
しい用途の開拓は、スピンアウトによってサ
ブマーケットが開拓されていくアメリカと
は対照的なものである。 
 
 (3) 本研究プロジェクトから派生したプ
ロジェクトとして、日本企業のコラボレーシ
ョンと研究開発のスピードを定量的に測定
することも行った。これは、優れた産業技術
の開発に送られる大河内賞を受賞した研究
開発プロジェクトの研究開発のスピードを
分析したものである。 
 これまでコラボレーションは、研究開発の
スピードを削減する効果があると一般的に
考えられてきたが、実際にそれを実証的に分
析した研究はなかった。それは、研究開発の
期間を実証分析のためのサンプルとして測
定することが難しかったためである。 
 しかし、本研究では、具体的には、大河内

賞を受賞した研究開発のプロジェクトにお
いて、受賞が単独か、他の組織との共同受賞
かどうかが、どのように研究開発のスピード
と関係しているのかを分析した。 
 回帰分析を行い、研究開発プロジェクトが
行われた産業領域や年代、共同受賞の組織
（大学や国の研究機関かどうか、あるいは同
じ企業集団かどうかなど）をコントロールす
ると、企業間の共同受賞のプロジェクトでは、
研究開発のスピードが 19.9%から 32.2%程度
短いことが明らかになった。 
 この分析は、企業が研究開発プロジェクト
とその進め方を選択する際に、研究開発のス
ピードが求められているプロジェクトであ
るため外部の組織とのコラボレーションを
行ったのか、あるいは、外部の組織とのコラ
ボレーションを行ったため研究開発のスピ
ードが早くなったのかについての判別はで
きていない。しかしながら、これまで定量的
に計られてこなかったコラボレーションと
研究開発のスピードについて、実証的に明ら
かにする第一歩になったと考えている。 
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